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食料安全保障への2つの規範的アプローチとその可能性:
飢餓・栄養不良問題での食料への権利(the right to food)と
食料主権(food sovereignty)
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入し､機械化､農薬の積極的使用を伴いながらも戯物0)′日日性のIl'りL.に大
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保障とは物理的生存の確†射こ留まらず､そ0)ト†本に関わる ｢･定の価値の
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た｡lミl際問係学での信組的な安全†某障論は､匡f'束をi-_体とする ｢Ltミ保安仝
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a)中では ｢資源の欠乏｣をめぐるものであり､貸源をめぐる経済セクタ-
の安itIhl･陣の典I剛叫として位間づけることができるL,加えて､環境安全†策
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訴えることで､より多くのステータ･ホ)i.ダーを碓(某し､支持の付体を





































~tt二相 人権 宣 言-:tは法 的的 Lk-1]がな (Jtl'∴汗吋効 11に留まるが､この25条に
より ｢食料へ の権 利｣ は､ 衣食住U)権利†那草の1つ と して位L.霞づけられて
いるO また 同時 に､個 人t'衣庭 の健康 ･ht,);紬を満たす 水準の確保が求め ら
れている. 一万､ 法的拘 束 )Jを持 ち､現 rl三約 160カ国が批准 して いる ｢[:tiI






このA規約の 11条は､ tI二相 人権宣 言の25条で論 う衣食ti万)権利保障 に
ついて lliFL衣の義務を認め､締約国の権利実現のための義務を刷定す るt, こ
の点でHJjらかなよ うに､A規約 l･.の ｢食料への柏三別｣では権利の 享tJ-7:_体
は個人t家庭ではあるが､その権利確保のfIl.い T･-はIliI寵であ り､ll･r表単位
での制度整備が求め られて いるのである｡






.一般 の社会権 と同様､八規約 の 符柏守りはあ くまで も ｢各[:li像 が最 大限 に
HJ能な範囲で漸進的にJ損 ilJす るものとされ るLl ここに ｢食料への権 fりj
の実現 にはLlミ塚 の);-klF舶 )余地が法的 にri在す るO しか しなが ら､ ｢食料へ
の権1叶｣アプローチは､ IGO力持I以 I･.が批准 したA規約 につ いて法的な拘
束1Jt:.を 1:_張す るL,また､批准 して いないL郁こ対 して も､ 少な くとも道義的
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時 対 応 の 7 つ の セ ク シ ョ ン があげられている｡そして､対象とするLliJf情去
の 分 野 と し て は ､ 憲 法 ､ /d 描 法 (frこlnleWOrklLW上 巾点的法規 (lくPy
pyo v is皇o n s) を あ げ る o V G s碍 焦 慮 は国家レベルの食料資金保障対策で
あ i)､ 回 内 で U)政 策 対 応 に つ い て モ ニ タ リ ングすることを巾AiしているLl
ま た ､ 様 々 な ス テ ー ク ･ ホ ル ダ ー の 関わりを求めているL,
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｢食料 1:.柿.iアプローチは､飢餓 ･栄養不良問題を抱える､lLT'j小IU)
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蔦業U)あ()Jjと考える｡､そして､食料を rkL化L糊旧帥オ｣と 位 l'L'tL伸 す る 0)
∴･:}!'. J∴‥ 1日 .垂.■i､∴.:+I∴ ]'.･L十11竜;/'J:Jl'Jiil-!L l甘 :巨 ･､∴ 't '･
は推進するL,途 EA_国においては､独特のlL_地制度が残り､ f1-性 や Il)S に 対
する差別など､農業の近代化の推進により解決すべき課題 は 鋸 1° 典 li.7川 ItJ
な例として､アジアU)I!l村などに広く減るJA_地所存制が 指 摘 で き よ う し,
この 卜地制度の改LtI-;.運動は r食料i三権｣の榊別送前から存 ("t三し た が ､ 今 LI
ではそU)議題のlつとして､′トjl･Li業芹､小作人などの 弱 芹 の 権 fり回 復 U〕た
:∴∴ i'):.lf.I;,'･..I).二}/ 1.!･: ､
｢食料l:_柏三｣は､持続ITJ能な.県業の論i引Ll様､｢緑 の lY･:命 ｣ の 負 の LlIは 指
摘する｡緑U)tLl'･:命は､i･-.要穀物である小友､コメ､ジ ャ ガ イ モ な ど に 各 ′I:.
荘lL"Jl種を開発､導入し､L!_JILNU)出庫物の′f･'_lf紺1三を lL:,.;め る こ と に 成 功 し て
ColSultatiヽ-eL;rt)il)(.I)nllterlこItionこ11Agricu ltu rlll lip sLII:lrCh ) グ
ループの1AJf'･発機関で進められ､60叶代からは IL.l.種 改 上封 こ よ っ て 途 卜 国 の
i:_要穀物の′I:_Jl,Jf:i什向L-.をlJ指したL,この各′卜 産 lL"'J柿 の 導 入 は ､ 大 量 の 化
学肥料による農JMl.'l:It!_､高濃度の農薬による粗 壁 物 管 理 を も た ら し た o ま
た､その種苗の柏判､販J.;iの ･部を先進川0) 人 企 業 に よ る 独 IIILの 卜 に Lr削 1
が痩せ､また小農業H-の離蔦､耕作放棄が 増 加 し ､ 途 卜 川 U)盟 業 が 危 機 に
瀕しているとするOまた､先進Iln:_導の途 卜 Ililに お け る 農 種 物 U) ilfi. ･lL"-TEl
牛舶 ま､蔦業の機械化と商業化を伴うこ と で ､ 途 卜 t舶 ) 社 会 や 就 労 0)構 造
を変化させ､′ト規模なJl,3業に依拠して き た 弱 打 で あ る ′ト 農 業 H ･､ 女 作 ､
TPsが′t:.計としての農業をすることを妨 げ て い る と も 指 摘 す る O
卜J∴ …巨 '-'i＼･∴ L.∴てr!'i■左1ItlJ:･一二･ を ':/ :-∫,:●JJ 十 ‥ ･:. /- ㌔_ I I:
蔦業貿易のFrftI化により､安価な穀 物 が 違 .し二l桓= こ 入 り 込 み ､ 経 営 基 盤 の 弱
い農村をItfl-.撃したと指摘するOま た Lli■i. 1践 増 の 人 ;Iを:'I三井 が ､ 闇 村 社 会 の 多
様な農業の姿を争巨ったとも考える L, 加 え て ､ 途 E-.匝 膿 業 o)商 業 化 に よ EI.)､
都rfJ化が進むことで ｢弱勘 で あ る 小 股 業 宵 の 安 定 的 な Ili 業 ′l川 と 基 盤 を
醇ったとIi~:.張するL,このような tr川 11L-t'i 易 の 弊 害 を 踏 ま え ､ 途 卜 川 の 農 業 IT･
の日清的な農業を†某護するため ､ llilllJの IlS tl:'物 市 場 の 保 護 を 求 め る O 断 L'‡






いるグルー ブが中桟にいる IJj､先進l玉柏H:_導してきた途 L-_LlilへのIl-Bl業支
援､投資政策の発展的帽IT･Iを求める穏健なグループも存t~i三するt,後J7-のグ
ルー ブは r食料主権Ja)概念を緩やかに捉え､北の:Jt進l_1カ＼らのより梢極





















*′ト農業H-､小作蔦が上地､農 業 貸 源 へ 十 分 E-1つ 適U](こアクセスできる
こと
*種t-17.番席､遺lLifに関する 牛偏 1‥か ら 農 民 を fX .:葦 す る こと
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ローチの今後の課題はtL-JであろうかO幾つかの批点からコメントしたいO
































-t･ 1..･:･j-;･J･∴:..､!一･卜.トいー ,.;)∵トト巨 1-,･:, J､持 !･.:_/:.,:■･ -:
際社会に､■'Iてはめるのかといった､より大きな枠組みからの議論が.課題





















































































































(:i1) (叫えは :w i‖i上川 1 i).SL.ldlt,LIJltlr.T/)(.A,/-lJ'.～'!rFi,i.`1:TIz(-G/(-I-【I/(一'tv.:/7!'-II,Llt,(,'･l
rL-I-tI∫【.LIZL7申 LZlZLlrt-【-J∫(W't,]ltJfZI_l(Si1ntilI3tlrh;lrLl:Pr;1亡羊ビIJ.コtll帆 p.xii.
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(こうG) 例えば､こU)＼■.I二糊をlriるアジ7でU)(叫としてJI!l村閲碓'71野でU)NG()(ネット
r7-ウI耶)であるAsi`lNL:,0CoこIliti川1(ANGOe)やカトマンズを拠点とする
SouthAsiLIW;ltJlいnll･こl山,I:.い11川1iLIS&[:_nViI川11L.nt(SAWTEE)があげら才1
るぐ['1jtT･ともl二地改･■トを従火からi.W,LJ)a)l卜L､にLItlLいているが､彼らはそこに新
しい概念である r食料1:.柵1のテーマを巾ねつつある､(叫えは:sL.hこIntlilJlビ1㌧
T/t.]',/Il/Ll_,LL!/IF',(-17.UjLliniIhlim.LLlI'1(;tけ'･川tLTt.=■li(,tLl/T:I.u').iISAWTEE
､･小sitLl.htl-://､VW､VL-<こ一､rlLILILOT甘/rlrLISL,ntLILjons-･/I･GS^･1,Jr(il.LYSSLldN…で一一1-ビIL1.
2011).
(:171SL,hi川lこlぐtlぐrは､このワシントン･コンセンサス的なliI際機旧による体制を
'L由一hilr(一日Jt･将imL/-と呼ぶ:SL.h;Hlt,山1tTl.r/Z'･/'･/lI'〔･_hI!lrこ,(-l,Llhl.
(:iH) fyLT]えは､こu)立場をIrtるアジアでの桐として前述したANGOCがあげられるi,
ANL1.0(:は､lt)7H隼の ;~Fi-tl業改革:･I隻H碓Fl封二l牡｢軒るltIニーN余.i崩lを,受け､翌
lt)7t)I:-に設立された仙irlLアジア､南7ジア､Lい回U)Fl.ifJl･l!l業糊iEに関する
､l'ILJtLlこIU)NL:JOU)通合作であるJ東南アジア･南アジアU)卜地所fJ■件U)也,l',二､
U)ふならず､Lilr-'Jt'i･朋在を1ミ隼行-1てきたL,
(.1川) /＼ラダ(ムに-∫)いては:Thい‖1ilSS.Kunl.∫/]･lultLr'.'trJL.]'Wl/:～-L尺(.日,/I/l`tTnL
(CliLl.lLtL):Uni＼で1･ド恒･ot'LlliLILli(-PrL,S.lL)(12).
(LIO)LIViLIL'山1r.し･1inLl.‥TlLIRiL.lhlt-PrL-Jut,=lJALILILISStOLL川d､■(p叩LlrilrLISぐnt~山こlt
thビW川･1Jト川1JSutlmiLlく川1亡,I(L申､N川でmhL,I･13-17.1L)如上
(･11)1'人卜U-)丈献U~)帆略を1^七井なりにlf即IlしたもU)である:SLlh;lnt'LILllL,r.17(.rt,L71'Jl-(･_(
亘FL-i-(i.
卜121AAl･IMホームへ-ジ:htp://WwW,tlしこ1.111…rtl/､LILILILISedNovLlml,LITl､コ01廿
(-1こう) 17村Ii州においても 一部U)(lC業!瑚l机が弓lきJ受ける彬で､I.∴lVilCil王1PCSinこ1U)
支部が.制FTl壬さ.11ているL,
けI) 伺えば:RotrKtlnnm1ilnn州JS上川JT･LIJミ両州.‥rxtrLltL,rl･it川･iJlOtliLqiltions:A
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LllI)小J際社会.ilLMTaJはILこ統的に､rThLll､.川IJ川1SL,10t-I0日1こし.川1川1iL,ゝ人1-01itiL-ilSL,iLl1LlL､
されてきた､～,litrtinWi油tとIlmilビリうulU)什';ULが艮隼そU)17帖にあ-)たし､E川
[葦社会.釦 はグロチウス的fl溜亡を､上りj)けヨ-U､ソJ＼U)川際旧†系U)中から
粗目)起こすもU~)で糸√)たこ2()OO隼代U-):国際社会論jU~)4吊鋸t lこl際什余を
'li.JLn'Jともlt的な2つU)Iや!に'JIけ､規範的あるいは的.述糊J長L三品的な糾点か(,
議論を発fJtl-させた点があげられるL,本G-:iに糊係する規純的業紺U)(叫として:
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コ0日7~).
